


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































b. 無生物主語を容認可能 → vは上昇動詞（Koizumi１９９５）





f. 尊敬語化、受動化、使役化が可能 → 複合述語は句構造を持つ

















－ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
O－ACC 飲m－e－る
（可能） － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
O－NOM 飲m－e－る
（可能） － － ＋ － ＋ ＋ ＋
O－ACC 飲m－are－る
（間接受動） － － ＋ ＋ － ＋ ＋
飲m－ase－る（使役） － ＋ ＋ ＋ ??? ＋ ＋
飲m－I－歩k－u － － ??? ＋ － － ＋
飲m－I－忘れ－る ＋ － ＋ － － － ＋
飲m－de－もらw－u － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
飲m－de－しまw－u ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋
飲m－I－始め－る ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋
飲m－I－かけ－る ? ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
飲m－de－くれ－る － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
飲m－de－ku－ru － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
飲m－de－ik－u － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
飲m－de－i－ru － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































For a predicate (NQ) to predicate of (modify) NP, NP or its trace and the predi-













































































































X α－governs Y only if there is no Z such that
（ａ）Z is a typical potential α－governor for Z, and
（ｂ）Z c－commands Y and does not c－command X．






























































（ｉ）a.*Who１do you think that t１wrote Barriers?





































（ｉ）a.*Who１do you think that t１wrote Barriers?





















（ｉ）a.*This is the man who I said that t will buy your house.
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